















































































































































































（人） （229） （114） （115）
①振り袖 10．5 14．9 6．1
②結婚衣裳 46．7 63．2 30．4
③訪問着・付下げ 3．9 5．3 2．6
④喪服 8．3 7．9 8．7
⑤留め袖 21．4 14．9 27．8
⑥パーテイドレス 5．7 10．5 0．9
⑦冠婚葬祭用の洋服 7．0 10．5 3．5





















服種の① ①振り袖か② ①振り袖か② 服種③～⑧の
～⑧のい 結婚衣裳のみ 結婚衣裳の他 み借りた人（振
ずれかを 借りた人 服種③～⑧を り袖， 結婚衣
借りた人 借りた人 裳は借りてい
ない人）
ヤング シニア ヤング シニア ヤング シニア
（人） （150） （40） （21） （34） （17） （11） （27）
①持っていないので 68．0 72．5 66．7 79．4 64．7 72．7 48．1
②持っているがデザイン・柄が流行遅れ 6．7 一
4．8 8．8 23．5 9．1 3．7




④持っているが持ち運ぶと荷物になる 4．7 一 一
8．8 5．9 9．1 7．4
⑤購入すると高いので 43．3 52．5 38．1 50．0 41．2 27．3 33．3
⑥購入しても利用が少ない 52．7 52．5 61．9 61．8 52．9 18．2 48．1
⑦購入すると保管場所がない 12．0 12．5 9．5 23．5 5．9 9．1 3．7
⑧いろいろな服を楽しみたい 26．7 7．5 一
23．5 23．5 9．1 11．7


























































































































ヤング シニア ヤング シニア ヤング シニア
（人） （149） （82） （67） （78） （42） （36） （71） （40） （31）
①訪問着・付下げ 10．1 11．0 9．0 14．1 16．7 11．1 5．6 5．0 6．5
②喪服 28．9 34．1 22．4 28．2 28．6 27．8 29．6 40．0 16．1
③留め袖 55．0 43．9 68．7 59．0 40．5 80．6 50．7 47．5 54．8
④パーティドレス 24．8 31．7 16．4 25．6 38．1 11．1 23．9 25．0 22．6
⑤冠婚葬祭用の服装 25．5 29．3 20．9 282 35．1 19．4 22．5 22．5 22．6




























































（「R．経験」と （「R志向」と S「推進派」と K「改新派」と K「改新渕と G「辞退渕と G「辞退派」と G「辞退派」と S「推進派」の F「不必要派」 K「改新派」の
「R．未経験」） 「R．否定」） F「不必要渕別 F「不必要派」別 S「推進渕別 S「推進派」別 K「改新派」別 F「不必要渕別 年齢別 の年齢別 年齢別
（1）収納スペースを考え、購入することを思い留まる ＊＊ ＊ ＊＊
（2）RW．の保管は収納場所をとる ＊
（3）保管が大変な物は、民間委託所（クリーニング店等）を利用したい ＊
（4）レンタル〔親類、知人、貸衣裳店など）を利用するのは経済的である ＊ ＊＊ ＊＊
（5）管理や収納を考え、利用度の少ないものはレンタルにしたい ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊＊
（6）レンタルはいろいろな服を楽しむことができるのて利用したい ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊ ＊＊
（7）レンタルを利用するのは気分的に抵抗がある ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊ ＊






噛・■ 9・幽．幽・ ・■・ 曾■・曹・・■
Ol）着用する機会が少なくても、自分の物を買って着用したい ＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊
O功高価な和服は財産価値がある
（紛高価なF．W，は着られなくなっても持っていたい ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊
（14）和服を着る機会があっても、洋服を着ることが多い ＊＊ ＊ ＊＊ ＊

























































































































































































































































































































































































































2DK以下 （25） 40．0 60．0
3DK，2LDK
（79） 40．5 59．5
4DK，3LDK （45） 46．7 53．3
5DK，4LDK （38） 34．2 65．8








2DK以下 （25） 72．0 28．0
3DK，2LDK （79） 72．2 27．8
4DK，3LDK （45） 68．9 31．1
5DK，4LDK （38） 63．2 36．8
5DK以上 （42） 45．2 54．8
（3）収納場所との関係
5％有意水準で有意
xl＝9．89
κ2（0．05）＝9．49
　　　　　　　（％）
（人）
狭くて
｢る
狭くて
竄竝｢る
　、ﾇつにか
[まる
ややゆと
閧ｪある
ゆとり
ｪある
R．志向
q．否定
（149）
i80）
41．0
Q6．3
24．8
P7．5
31．6
T0．0
1．3
R．7
1．3
Q．5
5％有意水準で有意
xi＝10．84
κ2（0．05）＝9．49
できる現在の衣生活の社会化に，ちょうどフォーマルウェアという日常的で
ないものの存在が，レンタル行動化という形で反映されてるのではないだろ
うか。
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　7．終わりに
　生活の合理化を考える指針としてフォーマルウェアとレンタル行動につい
て検討した。
　調査結果のまとめとして，
①日常のフォーマルウェアの「レンタル」と言う考え方には，世代差より
むしろ本人の価値観によるところが大きい。
②フォーマルウェアのレンタル化は，各々の生活環境による部分が大きい。
ここでは住空間との間に関係があった。
③フォーマルウェアに対する意識は，社会規範を考慮に入れつつ，合理的
に生かせる方法を模索している。
　フォーマルウェアのレンタノレ1ヒは，この場合3つの要因がある。二つはフォー
マルウェアの社会的必要性，二つめは，それに対応する人々の生活環境とパー
ソナリティ，そして最後に消費者ニーズへのサービス産業の発展である。
　意識調査で示したように，現在ではフォーマルウェアに対する意味を模索
しつつも，実際の社会規範にあまり外れないようにしていたい気持ちがある。
しかし，使用頻度が少ないこと，家の中で置き場所に困っていることなどの
現状から，解決策の一つとしてレンタルという方法が台頭したとみなせる。
　そして，サービス産業側では，身近なCD，ビデオテープなどの他，育児
用品（ベビーベッド，ベビーカーなど），旅行用品，珍しいところでは，寂
しい一人（若しくは二人）暮しの高齢者のため，ある曜日に子供夫婦と孫に
扮した「レンタル家族」という疑似家族を斡旋し，一家団樂を提供している。
サービス産業の成熟化は，人々の欲求を満たすことに意義がある。
　人々の生活は，その生活者自身の環境と価値観に反映されている。フォー
マルウェアに関しては，かつて嫁入り道具として親が娘に冠婚葬祭用の和服
を一通り揃えて持たせた時代から，現在のレンタルをしてまでもやはり世間
の流れに合わせるという現実の生活と伝統・社会規範の間で，合理化，簡略
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化，簡素化へと動いてきている。
　また，その変化は，生活者を取り巻く環境に多分に影響され，各生活要因
の違いによって生じてくると言えよう。
　今後，生活の合理化は益々進んでいくと考えられる。この現象を捉えるに
は，さらに各生活要因のフィルターを広げ，多角的視野から検討する必要が
ある。
　本報告をまとめるにあたり，ご指導頂きました共立女子大学の小林茂雄教
授，文化女子大学の盛田真千子助教授，仙台白百合短期大学の千葉よう子講
師，ならびにコンピュータにおける統計処理に関してご指導頂きました本学
の岩城宏明講師に厚くお礼申し上げます。
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